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ことの中で、実践しているのである。阪神淡路大震災 3 や新潟県中越震災 4 も近年の中で	 	 	 	 	 	 	 	 
図 2	 「 」	 







































図 5「杜の里仮設住宅」	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 宮城県岩沼、2011 年 5 月	 
だき学びを共有する目的で、A4 一枚のアンケートを 2012 年 1 月に取った。宮城県岩沼市
と石巻市の仮設住宅の方 40 人から返答があり多くの貴重な意見をいただいたので、ここで
幾つかの言葉を紹介したいと思う。	 





















































































































































図 7	 「東京のビルから見る風景に緑が見つか	 




	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 
1
東日本大震災：2011 年 3 月 11 日（金）に東北地方太平洋沖地震（マグニチュード 9.0）に伴って
発生した津波とその後の余震により引き起こされた大規模地震災害のこと。震災による死者・行方
不明者は 18,550 人、建物の全壊・半壊は合わせて 39 万 8,711 戸（2013 年 7 月時点）。	 
	 




阪神淡路大震災：1995 年 1 月 17 日に発生した兵庫県南部地震（マグニチュード 7.3）による大規




新潟県中越地震：2004 年 10 月 23 日新潟県中越地方を震源としたマグニチュード 6.8 の直下型の










































































































































































たことも日本の絵画の歴史に大きな影響をもたらした	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 














































な表現を求め 1951 年に脱退し図 14 のような一見いけばとは	 












































































































































































	 次に、『チセ・ア・カラ	 —われらいえをつくる—	 』と言う伝
統的なアイヌ家屋の、敷地選定から完成までの記録。北海道
平取町二風谷の人々が建てた（1971 年）もので、主導してい
る萱野	 茂（かやの	 しげる、1926 年-2006 年）氏は、日本の
アイヌ文化研究者であり、アイヌ民族である。アイヌ文化 19、
およびアイヌ語の保存・継承のために活動を続けた。アイヌ











































































































































































	 第 1 項、1970 年代の環境から 2000 年代への環境の変遷	 	 	 
	 	 	 




































	 第 2 項、植物に関わる記憶がよみがえる	 
	 
	 1970 年代の幼少期に、東京郊外の自然が残る豊かな環境に身を置き、土や雑木林で遊び































図 21「植物を介したアート・コミュニケーションの創出図」（2012 年）	 
	 28	 
図 22 自作｢植物細密画｣（1989 年）	 
	 
	 
第 2 節）スモールワールド：小さなものの中にある本質見いだし光をあてる	 
	 第 1 項、制作初期の細密画から植物ドローイング	 
	 


































図 23 自作｢Weed	 pocket｣（
1992 年）
図 24	 ｢子供の声｣	 
	 第 2 項、weed	 シリーズから／微細な雑草を用いたインスタレーション作品	 




























	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 なって来た。地域の中で、子供と教育に関わる環境の在り方が	 	 	 	 	 	 	 	 	 












図 25	 自作｢Weed	 time｣	 
	 30	 
26
第 3 節）	 植物で絵を描く絵画から	 
	 








































































第 2 項、植物の色彩学	 
	 	 緑画手法で描かれた植物の色彩の変化から、化学的な見地を踏まえ自然の潜在性を導き
だす。	 































図28	 「母子草（ははこぐさ）」（川崎市多摩区、2013年）	 	 	 	 学名:Gnaphalium	 affineは、菊（きく）科	 ハ
ハコグサ属（春の七草の一つ）年越性の一年草。古い時代に朝鮮半島から伝わる。昔は草餅の材料だったが明
治の頃から次第に「蓬（よもぎ）」が材料にされるようになった。右の「緑画カラーチャート」は、葉が柔ら





















































	 	 緑画図鑑：10 種の葉「緑画カラーチャート」	 
	 
	 




































	 	 	 	 	 	 	 	 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 図 32 上下「緑画図鑑」（10 種の葉緑画カラーチャート、2013 年）	 





















2013 年 8 月 3 日／制作直後に撮影	 
2013 年 9 月 3 日／直射日光が当たる場所に	 












































































































































































































図 35-1	 自作「育てる絵 」
	 
































	 	 花屋で廃棄される葉で描いたもの。菊の葉を多く	 



























































































	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	  る。「緑画」手法も同じように植物で、山や水の風景を描くこ  











図41	 雪舟「天橋立図」部分	 	 
	 （京都国立博物館室町時代・	 
	 	 16 世紀）	 






















植物の一部が在ることになる。それは、植物の色彩が変容を続けて行 く こ と を
考えると、絵の表層プラス、環境と自然そのものの植物の物質性の在 り方と、描





















図 44	 自作「のうぜんかずら・植物色彩採集シリーズ」（川崎市多摩区栗谷、2011 年 3 月）	 































































































































































	 	 	 	 	 	 	 
	 
	 
	 	 	 	 	 	 	 










































































どで焦がさないように煎りそこに水を流し入	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 







求し価値を高め、より多くの方が日常生活に	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 
生かされるものとして目指して行く。	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 
	 
	 
図 50「緑光浴-桜-」 2007 年）	 
図 51「緑光浴」2009 年、
	 




第 5 節）	 植物のそのものを使い光と透過性を生かした空間造形表現から	 









































	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 
	 






























図 55	 自作「植物の映画」 2012 年）
図 57 自作「植物の映画」（ 2013 年）
図 56 自作「植物の映画」
	 50	 



























と光輝くものが、図 58 になる。	 
















































踏みしめて歩いて行くのである。	 図 61「地上絵作業風景と展示風景」	 
	 	 	 	 （秋田県大館、2011 年 8 月）	 
	 52	 
〔註〕	 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 















24	 東京大空襲の戦災：第二次世界大戦の末期の 1945 年 3 月 10 日、アメリカ軍の空襲により１０万
人もの犠牲者が出たことを東京大空襲と言う。	 
	 
25	 関東大震災：1923 年（大正 12 年）9 月 1 日、マグニチュード 7.9 の相模湾を震源とした激震が





27	 雪舟：1420 年-1506 年。備中国（現在の岡山県）の武士の家に生まれた。室町時代の水墨画家・
禅僧。中国画の画風も吸収しつつ、日本独自の水墨画風を確立。	 
	 
28	 3331Arts	 Chiyoda：2010 年 6 月に、旧練成中学校を利用して誕生したアートセンター。地下 1
階、地上 3 階の館内には、アートギャラリー、オフィス、カフェなどが入居し、展覧会だけでなく
ワークショップや講演会といった文化的活動の拠点として利用されている。合同会社コマンド A に
よる民営による運営。（東京都千代田区外神田 6 丁目 11-14）	 
	 






































図 44 「植生リサーチ MAP・ 」	 	 
	 	 	 
図 62	 ｢植物リサーチ MAP｣（東京都東向島と京島界隈、2010 年）	 
	 54	 




は、都心では特に異彩を放つ。	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 
	 様々な地域植生をリサーチする中で、東京都心に位置する墨	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 






































第 2 節）地域植生と芸術文化を介したコミュニティアートプロジェクト	 
	 	 	 
	 第 1 項、小学校との共同活動・地域資源に光を充てる／たんぽぽプロジェクトからはじまる	 



















せた。たんぽぽの活動の変遷を図 67 で記した。	 
	 
エゾタンポポ（蝦夷蒲公英）キク科	 
	 学名：Taraxacum	 hondoense	 
	 分布：北海道	 東北（中部地方以北）	 
	 	 花期：３～５月	 春	 多年草	 
	 花径：約４ｃｍ	 
	 草丈：長さ 20～30cm/倒披針形または	 
	 	 	 	 	 	 	 	 披針形でやや厚く羽状に深裂する。	 
	 	 見分け方：頭花の下の総苞片(愕)は反り返らない。	 
	 	 	 	 	 	 	 	 西洋タンポポは下に反り返る。	 
	 
図 65「えぞたんぽぽ探し」（秋田県大館、2010 年）	 
西洋タンポポ	 	 	 	 	 エゾタンポポ	 
見分け方	 
図 66	 ｢たんぽぽの種類の見分け方｣（2009 年）	 
	 56	 
	 図 67	 ｢たんぽぽの活動の時系列図｣（2013 年）	 
秋田・東北エリアでのエゾタンポポプロジェクトの活動の時系列	 
	 57	 
図 68	 「道ばたに咲くえぞたんぽぽ」	 	 	 	 






































	 	 	 自宅で育てたエゾたんぽぽの苗を植えた。（秋田県大館、2011 年 5 月）	 
	 
	 58	 
図 70 自作「墨田緑道植物園展」（すみだリ	 
	 	 バーサイドギャラリー・東京都墨田区、	 
	 	 2007 年 12 月）	 







































図 74 自作「移動式路地園芸術」即席	 












見て路地を歩いていただく仕組みをつくっている。本来	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 
















































































	 	 地域	 



































































































第 3 項、地域の中で一年間描いた「緑画」手法による壁画制作のプロジェクト／	 























































































































身も 2011 年 1 月〜2 月に参加展
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第 4 節）地域の方の植物に関わる言葉とワークショップ参加者の言葉から学ぶ	 
	 
	 第 1 項、植巡り（しょくめぐり）プロジェクトの変遷から地域の方の植物にまつわる生	 
































田区の 2007 年から 2008 年に行ったコミュニティアートプロジェクトの企画の際に、墨田
区民の自然との関わりのある貴重な話しを記録しているので紹介する。	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 
【墨田区民に植物や自然に関わる話しを聞いた】	 
	 場所：東京都墨田区向島・東向島・京島・本所・東駒形・	 
	 	 	 	 吾妻橋界隈	 
	 期間：2007 年から 2008 年	 	 
	 対象：東京都墨田区向島・東向島・京島・本所・東駒形・	 
	 	 	 	 吾妻橋界隈で植物を育てている方。
狙い：都心の路地で植栽している方の、自然観や、植物	 
	 	 	 	 にまつわる話から、都心で自然と共に生きる指標	 







































図 82｢植巡りポイント｣（墨田区京島、2011 年）	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 第 2 項、地域で行う植物を介し五感を呼び覚ますワークショップの実践と、アンケ	 


































さな花壇をつくり植物を育てている。	 図 83	 「植物で絵を描く」
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アンケート協力者：児童 22 名、大人 13 名。	 
質問：〔植物で描いた感想〕、と〔あなたの、山についてのイメージやお話を教えてください〕	 
植物で絵を描くワークショップ評価＝好意的な感想が多数を占める。つまらないや、興味
図 84	 	 	 	 
	 	 	 	 	 （ 2011 年）
図 55「緑画制作風景」	 
	 	 	 	 	 	 	 田原小学校	 
	 場所：新宿区立江戸川小学校/校庭・体育館	 
	 日時：2012 年 7 月 1 日	 	 	 
	 協力：江戸川小学校 PTA	 
	 対象：親子参加のため子供と大人
狙い：都心の小学校で、校内の身近な植物を使い描く	 
	 	 	 	 	 	 アートで、五感を使い自然の中にある様々な気づき	 
	 	 	 	 	 	 を誘発する。	 
	 
図 85｢緑画制作風景｣	 

































































































第 1 節）これまでの植物を介したアートに関わる源泉から・コミュニケーションの	 




















































	 現代の中、同時代性を大切にしたものつく  







第 2 節）植物を介したアート・コミュニケーションから地域と人がつながり創造する	 	 



























































































































図 91「2011 年 5 月に被災地で撮影した新芽」	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片小田栄次（かたおだ	 えいじ）：1951 年東京都立川市に生まれる。1979 年に東京藝術大学大学院
修了。立川美術学院で油絵科、デザイン科の講師を勤める。新制作協会において出品を若い時から
続け、自然への眼差しは一貫したテーマである。晩年、浅井忠賞（優秀賞）、天理ビエンナーレ（奨
励賞）、現代日本美術展（佳作賞）など、内外で高い評価を受ける。1995 年 44 歳にて死去。	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 2013 年 11 月 22 日）	 
図 13「立花図屏風」1362×3313（部分）、作者不詳、	 	 『いけばな歴史を彩る日本の美』	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 社編集、京都府京都文化博物館・東京都江戸東京博物館・読売新聞社発行、2009 年、P.	 57）	 
図 14	 「花坊主・FLOWERY	 PRIESTESS」中川幸夫『かたち』（有限会社かたち、撮影：牧直視、	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 1991 年、P.	 70）	 
図 15「弁財天座像および二童子立像」円空『飛騨の円空−千光寺とその周辺の足跡』（東京	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 国立博物館、〔朱漆で名文 1685 年、木彫、針葉樹林［ヒノキかスギ］、総高 26.4cm、千光寺〕	 
	 	 	 2013 年、	 P.	 61）	 
図 16	 ｢ヴォルフガング・ライプ	 展	 図録表紙｣ヴォルフガング・ライプ、国立近代美術館、	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 2003 年（古書古本 Totodo、http://totodo.jp/SHOP/J1-0049.html、2013 年 11 月 30 日）	 
図 17「椿山/焼き畑」姫田忠義監督作品（民族文化映	 像研究所）、『ARTS	 FILED	 TOKYO』（3331	 Arts	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 Chiyoda、	 http://artsfield.jp/lecture/000231.html、2013 年 11 月 30 日）	 
図 18「アイヌの家つくり」姫田忠義監督作品（民族文化映像研究所）、『ARTS	 FILED	 TOKYO』（3331	 Arts	 	 	 	 	 	 	 20	 
	 	 	 	 	 	 Chiyoda、http://artsfield.jp/lecture/000239.html、2013 年 11 月 30 日）	 
図 19「草木塔供養（米沢・田沢）」山村精『原始布	 今見つめ直される北からの衣文化』	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 （高木智子編、株式会社山村商店・原始布織工房	 出羽の織座・原始布,古代織参考館、	 





図 20	 自作「大館の景」（大館の草・葉、11m40cm×3m20cm、大館食品デパート 2 階、2009 年 8 月）	 	 	 	 	 25	 
図 21	 「植物を介したアート・コミュニケーションの創出図」（2012 年）	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図 22	 自作｢植物細密画｣河原などか採集した植物を描く（1989 年／19 歳から 20 歳時の制作、細密画	 ）	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図 23	 自作｢Weed	 pocket｣雑草、水、鳥餌ケースなど（東京芸術大学演習室、1992 年）	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図 24	 ｢子供の声｣ギャラリーでのインスタレーションの一部（都内幼稚園協力、1993 年）	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図 25	 自作｢Weed	 time｣広島原爆ドームのオマージュ／雑草、炬燵など（Gallery＋1	 、東京銀座、1993 年）	 	 	 	 29	 
図 26	 	 自作「大館の景」はじめて植物で描いた作品（大館食品デパート・秋田県大館、2009 年）	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図 27	 	 自作「大館の景」冬の実で描く（大館食品デパート・秋田県大館、2009 年 12 月）	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図 28「母子草（ははこぐさ）」（川崎市多摩区、2013 年）	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図 29「狗尾草（エノコログサ）」（川崎市多摩区、2013 年）	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図 30「銀杏（イチョウ）」（川崎市多摩区、2013 年）	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図 31「青木（アオキ）」（川崎市多摩区、2013 年）	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図 32	 上下「緑画図鑑」（10 種の葉緑画カラーチャート、2013 年）	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図 33	 上中下「緑画図鑑」（2013 年）	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図 34	 上中下「緑画図鑑」（2013 年）	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図 35-1	 自作「育てる絵−緑画からの発信—」植物で描く、花屋の捨てられる葉（ 3331GALLERY・千代田区、2012 年 1 月 13 日）	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図 35-2	 自作「育てる絵−緑画からの発信—」（2012 年 2 月 4 日）	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図 36「ヤマウルシ」大嶋敏昭監修	 『葉形は花色でひける木の名前がわかる事典』	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 （成美堂出版、2002 年、P.	 313）	 	 	 
図 37「ヌルデ」	 永田芳男	 『樹木［秋冬編］』（山渓フィールドブックス・13、	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 株式会社山と渓谷社、2006 年、P.	 137）	 	 	 	 
図 38「ハゼノキ」大嶋敏昭監修	 『葉形は花色でひける木の名前がわかる事典』	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 （成美堂出版、2002 年、P.	 241）	 	 	 
図 39	 「ビゾン」フランス、アルタミラ、旧石器時代木村重信「氷河期の美術」『週間朝日百科	 	 	 	 	 	 39	 
	 	 世界の美術	 先史時代の美術』（朝日新聞社、撮影：仁田三夫、1978 年、P.	 30）	 
図 40 自作「記憶の植物純度」部分	 取手の植物による壁画（東京藝術大学取手校地・茨城県、	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 2010 年 11 月）	 	 
図 41「天橋立図」	 雪舟、部分室町時代、紙本墨画淡彩、89.4×168.5cm	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 林屋辰三郎「山水美の精神」『山水	 思想と美術』（京都国立博物館、1982 年、P.	 108）	 
図 42 自作「循環」アオキや紫陽花の葉で描き、時間が経ち絵の色彩が変化したもの（2011 年）	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図 43「植物色彩採集撮影風景」（川崎市多摩区栗谷、2013 年 8 月）	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図 44	 自作「のうぜんかずら・植物色彩採集シリーズ」（川崎市多摩区栗谷、2011 年 3 月）	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図 45	 自作「桜・春／植物色彩採集シリーズ」（東京都墨田区、2007 年 4 月）	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図 46	 自作「桜・秋／植物色彩採集シリーズ」（東京都世田谷区、2006 年 11 月）	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図 47	 自作「紫陽花・梅雨／植物色彩採集シリーズ」（神奈川県川崎市-2010 年 7 月）	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図 48「緑光浴-桜-」	 染井吉野葉、ライト等（すみだリバーサイドギャラリー／墨田区、2007 年 12 月）	 	 	 	 	 	 	 46	 
図 49「緑光浴-桜-」部分（2007 年 12 月）	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図 50「緑光浴-桜-」人と桜の青葉の光（2007 年）	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図 51「緑光浴」アオキ no-２／ライト・青木の葉他	 /1500×200（2009 年）	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図 52	 「青木」（神奈川県川崎、2013 年）	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図 53	 自作「火の木の結晶」ひのきの葉を硝子窓に貼る（3331Arts	 Chiyoda・東京都千代田区、2010 年 6 月〜）	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図 54	 自作「火の木の結晶／紅葉後」（2010 年）	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図 55	 自作「植物の映画」キャンバス・綿布（東京都杉並区善福寺公園、2012 年）	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図 56	 自作「植物の映画」キャンバス・綿布（杉並区、2012 年）	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図 57	 自作「植物の映画」キャンバス・綿布（茨城県取手、2013 年）	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図 58「ヒミヒカリハナ」氷見に自生する花の形の鏡（むしろ蔵・富山県氷見、2007 年）	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図 59「ヒカリハナ」（東京・神奈川、2008 年）	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図 60	 自作「大館地上絵」（ジャスコ跡地・秋田県大館市、2011 年 8 月）	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図 61「地上絵作業風景と展示風景」（秋田県大館、2011 年 8 月）	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第三章【植生を介した地域活動】	 
図 62	 ｢植物リサーチ MAP｣（東京都東向島と京島界隈、2010 年）	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図 63「路地園芸家インタビュー」（東京都墨田区、2012 年 10 月）	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図 64「路地園芸の実践」スケッチ（東京都墨田区京島、2010 年）	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 54	 
図 65「えぞたんぽぽ探し」長木小学校との活動（秋田県大館、2010 年）	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図 66	 ｢たんぽぽの種類の見分け方｣（2009 年）	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図 67	 ｢たんぽぽの活動の時系列図｣（2013 年）	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図 68「道ばたに咲くえぞたんぽぽ」	 （秋田県大館、2011 年）	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図 69「ふれあいの森のたんぽぽ育成地での活動」西洋タンポポの駆除と、自宅で育てた	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 えぞたんぽぽの苗を植えた。市の許可を得て行っている。（秋田県大館、2011 年 5 月）	 
図 70 自作「墨田緑道植物園展」インスタレーション・photo（すみだリバーサイドギャラリー/東京都墨田区 2007 年 12 月）	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図 71	 「児童の鉢灯篭展示設置」（キラキラ橘商店会・墨田区京島、2009 年）	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図 72「路地園芸術散歩」（東向島〜京島、2009 年）	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図 73 自作「移動式路地園芸術」（墨田区京島〜台東区雷門、2010 年）	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図 74 自作「移動式路地園芸術」即席緑画ワークショップ（台東区、2010 年）	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 59	 
図	 75「路地園芸を介したコミュニティ形成の図」路地園芸に関わるプログラムが様々に関わりつながっている（2013年）	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図 76	 「路地と人」路地の日常の風景（墨田区駒形、2007 年	 ）	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図 77「路地園芸の植物で絵を描く」公開制作（浅草雷門、2012 年 10 月）	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図 78「大館の景」年間制作の変容（秋田県 2009 年—2012 年）	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図 79「大館食品デパートでの公開制作・大館の景」（秋田県大館市、2010 年 4 月）	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図 80「モエレ沼公園」（北海道札幌市、2011 年）	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図 81「植巡りポイント／街中の植人」（墨田区東向島、2008 年）	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図 82	 ｢植巡りポイント｣（墨田区京島、2011 年）	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図 83「植物で絵を描く」屋上植物採集（田原小学校、2011 年）	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図 84「緑画デモンストレーション」（田原小学校、2011 年）	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図 85	 ｢緑画制作風景｣（田原小学校、2011 年	 ）	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図 86「花で描く、葉で描く」（新宿区立江戸川小学校、2012 年）	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図 87「ランドセルアートパフォーマンス」（善福寺公園、2011 年）	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図 88「下校時のランドセルアート」（杉並区、2011 年）	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結論【植物を介したアート・コミュニケーションが創造する】	 
図 89「大洪水」レオナルド,ダ,ブィンチ 1514 年、灰色の紙、黒チョーク、ペン、茶色と黄図	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 75	 
	 	 	 	 色のインク、水彩	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 久保尋二・田中英道責任編集	 『イタリア・ルネッサンス	 2』（世界美術大全集・第 12 巻、	 
	 	 	 小学館、1994 年図版 258 番）	 	 	 	 
図 90 自作「未来」のうぜんかずらの葉、個人蔵（2013 年）	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ます。外部副査として終始ご指導とご助言をいただいた、P3	 art	 and	 environment統括デ
ィレクター、芹沢高志先生に感謝致します。	 
	 アンケートなどの資料提供でご協力いただいた、新宿区立江戸川小学校PTA、石巻市立石
巻小学校・鈴木則男校長、大館市立長木小学校・青柳正隆校長、心よりお礼を申し上げま
す。また、宮城県岩沼市里の杜仮設住宅の小林ふく子様にもアンケート資料などで大変お
世話になりました、心よりお礼申し上げます。	 
 
深い感謝の意を表して謝辞と致します。  
 
	 
	 
